
　
　

【 大声コンテスト 】

（３）　その他参考となる内容

趣旨・目的
「自らの命は自らが守る」、「みんなの町はみんなで守る」という自助・共助の体制

 づくりを図ることを目的に、災害を想定して大声大会を開催しています。

平成20年度から開始し、今回で12回目となりました。毎年
「海の日」に行い、令和元年度は７月15日（月）に開催しまし
た。

７月の猛暑時期に実施していますが、約1,000名を超える
地域の方々が参加する一大行事となっています。

この大会では、大声コンテスト及び水消火器での訓練、そ
の他に、起振車での地震体験や炊き出し（カレーライス）訓
練を行っています。大声コンテストでは、大声測定機を使用
して声の大きさ（デシベル）を測定しています。まずは、来賓
の方や小・中学校のクラブ団体でのデモンストレーションを
行い、その後「高齢者」、「子ども」、「大人」の部門別で地区
対抗によるコンテストをします。

水消火器での消火訓練では、大声コンテスト同様の部門
別の地区対抗戦で、消火器を持ちながら目的地まで走っ
て、的を倒してゴールまで走る時間の測定を行っています。

対　象 和気地区住民 参加人数 1,100人

（１）　概要

ちょっと自慢の公民館活動

連絡先（℡） 089-978-3805

和気地区大声大会

ホームページアドレス http://www.matsuyama-people.jp/04/wake.html 

事業分野 事業名Ｈ

市　町　名

公民館名

松山市

和気公民館

地区館

（２）　行程

全体日程

【 水消火器での訓練 】

　〈 事 業 内 容 〉

写真

   地域の皆さんの協力で、令和元年度も参加者や見学者らが親睦を深めていました。
   これからも災害意識を強くもち、地域住民とのつながりとなるよう、ずっと継続したいです。

～

大声コンテストでは、秘密のデシベルを設定しているのと、水消火訓練では、秘密のタ
イムを設定して、その記録を出した参加者に景品を贈呈するようにしています。大会終
了後には、会場の和気浜海岸の大掃除を参加者の皆さんにしていただき、とても感謝し
ています。しかし、炊き出しで行ったカレーライスやカキ氷の容器等の一般ゴミも大量に
出てしまい、一般とボランティアのごみの区別ができず、それらの処理が今後の課題と
なってきています。

8：30

11：00

開会式及びデモンストレーション
大声コンテスト・水消火器での訓練
カレーやかき氷の炊き出し訓練・地震体験
閉会式及び和気浜海岸清掃


